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１．スキャネット・シートとは

イメージスキャナーでマークシートが読み取れるソフトウェアです。

スキャナー

マークシート

結果は、ＣＳＶに出力してエクセルなど
の表計算ソフトで活用できます。



２．スキャネット・シートの活用方法１

目標管理シートや人事考課シートの集計にお困りじゃないですか？

社 員 Ｎ ｏ 等 級

 
 

評  語 評 点 評 点 評  語 評 点

＊ 記 入 に あ た っ て の 留 意 点  ・・ ・   ① 成 果 目 標 は 、 ３ ～ 4項 目 と す る 。  ② 期 初 に 、 考 課 ウ エ イ ト 欄 ま で 記 入 し て お く 。  評点算出＝ 評点算出＝

③ 考 課 ウ エ イ ト は 、 １ 項 目 最 大 で 3 5 ％ 最 小 1 0 ％ と し 合 計 が 1 00 ％ と とす る 。 ④ 評 語 記 入 欄 は 、 S・ A ・ B ・ C ・ Dの 5段 階 評 価  評語点数× 点 点 評語点数× 点

⑤ 評 点 欄 は 、本 表 留 意 点 で 記 入 し た 評 語 に 基 き 、 S= １ ０ 点 、 A ＝ ８ 点 、 B = ６ 点 、 C =４ 点 、 D = ２ 点 とし そ れ ぞ れ の ウ ェ イ ト ① を 掛 け １ ０ で 割 る 。 ウェイ ト/10 ウェイト /10

考 課 要 素 自 己 評 価 １ 次 ２ 次 考 課 要 素 自 己 評 価 １ 次 ２ 次

達 成 行 動 Ｓ  部 下 の 目 標 達成 に 的 確 な 指 示 を 与え 、 自 部 門 の 目 標 達 成の み な ら Ｓ  多 く の 手 段 ・ 方 法 を 持ち 、 顧 客 の 特 性 や 状況 の 変 化 に 合 わ せ

  ず 、 上 位 部 門の 目 標 達 成 に も 大 きく 貢 献 し た 。 S  A   B  C  D S  A   B  C  D S  A   B  C  D   て 、 営 業 方 針 な ど を 迅速 に 変 更 し て 商 談 を有 利 に 進 め た 。 S  A   B  C  D S  A   B  C  D S  A    B  C  D
Ｂ  困 難 な 中 で 、最 後 ま で あ き ら め るこ と な く 、 部 下 を 動機 づ け な が Ｂ  過 去 の 経 験 に 頼 る こ とな く 、 上 司 や 部 下 の意 見 も よ く 聞 き な

  ら 、 自 部 門 の目 標 達 成 に 努 め た 。 10  8   6   4  2 10  8   6   4  2 10  8   6   4  2   が ら 、 状 況 の 変 化 に 合わ せ 商 談 を 進 め た 。 10  8   6   4  2 10  8   6   4  2 10  8   6   4  2 

Ｄ  困 難 な 事 態 が生 じ る と 簡 単 に あ きら め て し ま い 、 目 標 達成 へ の 努 Ｄ  自 分 で い っ た ん 決 めた 方 針 や 方 法 な ど に こだ わ り 、 対 策 が 後
  力 に 欠 け て いた 。   手 に な っ た り 、 ビ ジ ネス チ ャ ン ス を 失 う こと が あ っ た 。

顧 客 志 向 Ｓ  自 社 の 都 合 より も 顧 客 の 都 合 を 重視 し た 営 業 活 動 を 展開 す る よ う Ｓ  自 部 門 の み な ら ず 、 上司 や 関 係 者 と も コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン を

  部 下 に も 周 知徹 底 し て 顧 客 の 満 足 度を 向 上 さ せ た 。 S  A   B  C  D S  A   B  C  D S  A   B  C  D   活 発 に 行 い 、 仕 事 を 円滑 に 進 め 、 組 織 の 活性 化 に 努 め た 。 S  A   B  C  D S  A   B  C  D S  A    B  C  D
Ｂ  ク レ ー ム や トラ ブ ル が 発 生 し た 時は 、 部 下 や 関 係 者 に的 確 な 指 示 Ｂ  タ テ ・ ヨ コ 双 方 向 の コミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に心 掛 け 、 関 係 者 の

  を 与 え 、 迅 速に 解 決 し て 顧 客 の 信頼 を 回 復 し た 。 10  8   6   4  2 10  8   6   4  2 10  8   6   4  2   意 向 を 考 慮 し な が ら 仕事 を 円 滑 に 進 め た 。 10  8   6   4  2 10  8   6   4  2 10  8   6   4  2 

Ｄ  ク レ ー ム や トラ ブ ル が 発 生 し た 時は 、 自 社 の 都 合 を 優先 さ せ た り 、 Ｄ  上 位 下 達 方 式 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン に な りが ち で 、 部 下 や 関
  部 下 ま か せ であ っ た り し て 、 顧 客の 不 信 を 招 く こ と があ っ た 。   係 者 の 意 向 を 傾 聴 する こ と が 少 な か っ た 。

新 規 開 拓 Ｓ  現 市 場 の 深 耕の み な ら ず 、 新 市 場開 拓 を 積 極 的 に 展 開し て 、 部 門 Ｓ  発 生 し た 問 題 を 解 決 する だ け で な く 、 同 じ問 題 を 繰 り 返 し て
  の 業 績 向 上 に大 き く 貢 献 し た 。 S  A   B  C  D S  A   B  C  D S  A   B  C  D   発 生 さ せ な い 仕 組 や 方法 を 、 部 下 や 関 係 者に 周 知 徹 底 し た 。 S  A   B  C  D S  A   B  C  D S  A    B  C  D

Ｂ  新 市 場 開 拓 を計 画 的 に 展 開 し 、 明日 の 成 果 が 期 待 で き るも の で あ Ｂ  問 題 が 発 生 し た と き 、自 ら 原 因 追 求 に 努 め、 部 下 や 関 係 者 に

  っ た 。 10  8   6   4  2 10  8   6   4  2 10  8   6   4  2   指 示 し て 、 早 期 に 解決 し た 。 10  8   6   4  2 10  8   6   4  2 10  8   6   4  2 
Ｄ  期 初 に 計 画 した 新 市 場 開 拓 は ほ とん ど 出 来 ず に 、 大 いに 反 省 し な Ｄ  問 題 が 発 生 し た と き 、部 下 や 関 係 者 に ま かせ 切 り に し た り 、

  け れ ば な ら なか っ た 。   対 策 が 後 手 に な る こ とが 多 か っ た 。

交 渉 ・ 調 整 Ｓ  困 難 で 厳 し い条 件 交 渉 に お い て 、相 手 の 言 い な り に なる こ と な く 、 Ｓ  部 下 の 特 徴 や 能 力 に 合せ て 、 高 い 目 標 に チャ レ ン ジ さ せ な が
  円 満 に 相 手 の同 意 を 取 り 付 け 、 会社 を 有 利 な 方 向 に 導い た 。 S  A   B  C  D S  A   B  C  D S  A   B  C  D   ら 、 意 図 的 ・ 計 画 的 にＯ Ｊ Ｔ を 展 開 し て 人材 育 成 に 努 め た 。 S  A   B  C  D S  A   B  C  D S  A    B  C  D

Ｂ  通 常 の 条 件 交渉 に お い て 、 相 手 のレ ベ ル に 合 わ せ て 交渉 が で き 、 Ｂ  育 成 面 接 を 適 時 実 施 して 、 部 下 の 意 向 を 考慮 し な が ら 、

  商 談 に 大 き な支 障 を き た す こ と はな か っ た 。 10  8   6   4  2 10  8   6   4  2 10  8   6   4  2   ＯＪ Ｔ ( 職 場内 訓 練 ） を 中 心 に 指導 し た 。 10  8   6   4  2 10  8   6   4  2 10  8   6   4  2 
Ｄ  自 分 の 意 見 主張 に こ だ わ り 、 相 手と 衝 突 す る こ と が あ った り 、 社 Ｄ  部 下 の 指 導 や 育 成 に 関心 が 薄 く 、 放 任 主 義で 成 り 行 き 任 せ の

  内 調 整 が う まく い か な い こ と が 多か っ た 。   と こ ろ が あ っ た 。

Ｓ  明 確 な ビ ジ ョン を 持 ち 、 自 部 門 の進 む べ き 方 向 を 部 下や メ ン バ ー Ｓ  現 状 に 満 足 す る こ と なく 、 レ ベ ル ア ッ プ のた め に 新 た な 分 野
  に 明 確 に 示 し、 目 標 達 成 に 向 け て組 織 を う ま く 統 率 した 。 S  A   B  C  D S  A   B  C  D S  A   B  C  D   や 関 連 知 識 の 習 得 に 努め 、 仕 事 の パ フ ォ ーマ ン ス を 高 め た 。 S  A   B  C  D S  A   B  C  D S  A    B  C  D

Ｂ  部 下 や メ ン バー の 役 割 と 目 標 を 明確 に し て 、 部 下 や メン バ ー を 動 Ｂ  期 初 に 計 画 し た 啓 発 テー マ を 計 画 通 り 習 得し 、 仕 事 の 実 践 に
  機 づ け な が ら組 織 を 統 率 し た 。 10  8   6   4  2 10  8   6   4  2 10  8   6   4  2   活 用 し た 。 10  8   6   4  2 10  8   6   4  2 10  8   6   4  2 

Ｄ  自 部 門 の 方 向づ け と 部 下 や メ ン バー へ の 動 機 づ け が 弱く 、 組 織 に Ｄ  期 初 に 計 画 し た 啓 発 テー マ は ほ と ん ど 手 つか ず で 、 啓 発 意 欲

  活 気 が 無 く 沈滞 し て い た 。   に 欠 け て い た 。

印

期末目標設定面接

成果考課得点合計

成
 
 
果
 
 

考
 
 
課

プ
 
 
ロ
 
 

セ
 
 
ス
 
 
考
 
 
課

目 標 達 成 基 準

リ ー ダ ー シッ プ

プロセス考課得点合計

評 価 の 理 由

自  己  評  価
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【本人コメント】

〔 様 式 － １ － １ 〕

２ 次 考 課 者１ 次 考 課 者所 属 部 署 名役 職 位氏  名

人 材 育 成

自 己 啓 発

着 眼 点 「  Ｓ >Ａ >Ｂ  」 「  Ｂ <Ｃ <Ｄ  」 の ５ 段 階 評 価

成 果 目 標 ｳ ｪｲ ﾄ  ① 期 末 の 成 績 実 績

柔 軟 行 動

コ ミ ュ ケ ― ショ
ン

問 題 解 決

目 標 達 成 の 手 段 ・ 方 法
一 次 評 価 二 次 評 価

評  語

評点算出＝

氏   名

上司確認欄

期首目標設定面接

考課確認欄

自己評価者

一次評価者

二次評価者

面接日

【考課者コメント】

Ｍ Ｓ 層  営 業 管 理 職
人事考課シート
 平成     年   期

スキャネット・シートのマー
クシートを読み取り

(１分間に４０枚読み取り)
※スキャナーの機種によって異なります

人の手により考課結果を
パソコンに入力
(さて、何日かかるのか？)

ＣＶＳに出力してExcel な
どの表計算ソフトで加工

ＭＲＲＩが作成する

Excel VBAの集計ソフト
を使うともっと簡単！！

人事考課の得点

賃金の昇給計算

賞与の計算

Ｗｅｂ上で人事考課できない企業（パソコン能力が未熟な方がいる場
合や一人一台のパソコンが無い場合）にお勧めです。



３．スキャネット・シートの活用方法２

勤怠管理シート

① タイムカードでの管理では、どうしても手で集計しなくてはなりません。

② これからの時代は、勤怠を自主的に管理させては如何でしょうか？

③ 集計は、スキャネット・シートだから１分間に最高４０枚、しかもＥｘｃｅｌ

ＶＢＡと組み合わせると、残業代も自動計算できます。
(※読み取り枚数は、スキャナーの機種によって違います。)

④ 勤怠の電子システムを入れるよりも遥かに安上がりです。

自己申告シート

① 多くの企業に自己申告制度が導入されて入るにもかかわらず、自己申
告シートが集計されずに、倉庫に眠っていませんか？

② 集計は、スキャネット・シートだから１分間に４０枚が集計できます。

③ 派遣社員に集計させるよりも遥かに安上がりで、簡単に集計できます。



４．御見積金額

① スキャネット・シート設計料(片面) ６０,０００円～

② スキャネット・ソフト調整料(片面) ９０,０００円～

１５０,０００円～計

③ Excel VBA による考課集計ＡＰ ２００,０００円～

④ Excel VBAによる賃金計算ＡＰ ３００,０００円～

５００,０００円～計

※１ Excel VBAによるＡＰは、人事考課制度、賃金制度の複雑度により料金が異なります。

※２ 人事考課制度や賃金制度のロジックによりＡＰ作成できない場合があります。

※３ この料金には消費税、印刷代、出張費等は含まれておりませんので別途貴社にて負担願います。




